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中高年女性の骨折予防のための骨密度および筋厚の検討
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《目的》高齢化現象および少子化かますます深刻化する現況において､骨粗霧症患者の急

激な増加とともに骨折が医療上の大きな問題として注目されている。とくに、中高年者の脊
椎圧迫骨折や大腿骨頚部骨折は､骨折後に歩行能力などのADKActivity罹比退骨mや大腿骨頚鄙骨折は､骨折後に歩行能力などのADKActivity of Daily Living)
の低下やQOL(Quality of Life)の低下を招くことが懸念される。従って、骨粗霧症およびそ

れに伴う骨折の予防には骨密度とともに筋力も重要な関連因子と考えられる。そこで､本研

究では､骨量減少が顕著であり最も骨折の発症率の高い年代である中高年女性に対象を絞り、

骨折予防を目的として、腰椎･鍾骨･大腿骨骨密度および大腿部筋厚の関連性について検討し
た。《対象･方法》対象は、健常な中高年女性47名（平均年齢65.6±7.5歳 Mean±SD)である。　　　　　●･'-ﾐ-　fw ･-゛･..:,:・-●-･--ﾆ●万「一万●●9v-｜|/-s･| ｜ /'り｣一万*/I/-ﾆT-4χI "-Ti丁騨pu｀″●V 'ﾆ･|･ v耶り iiり仙

これら対象者に対し,DXA法による腰椎(L2-L4)および大腿骨(Neck,Trochanter
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angle,Inter,Totale)骨密度の測定、SXA法による腫骨骨密度の測定、超音波Bモード法による

大腿部筋厚(前後部)の測定を実施した。さらに留置法による３日間の食事調査および体力の

指標の一つとして握力の測定も併せて行った。《結果》骨密度は、全ての部位において、

年齢との間に負の相関を示し､中でも有意な減少を示した部位は、躇骨、大腿骨War'dおよび

Neckであった。また、体格において、体重および体格指数との間に有意な正相関を示した部位

は躇骨､大腿骨TotalおよびInterであった。また､大腿部筋厚は、前部においてのみ、年齢との

間に有意な負の相関、全部位骨密度､体重および体格指数との間に有意な正相関が示された。

以上より、骨密度とともに大腿前部筋厚も加齢による減少が示されたことから、骨密度減少

抑制に加え、筋力維持をも考慮した骨折予防を図ることが重要であると考えられる。
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　目的　近年摂取脂肪の種類と疾病との関係について研究が行われ、適正な脂肪摂取量に

ついて様々に論mされている。それらのm議のためには日常の摂取脂肪酸の実測値を知る

ことは重要だと考えられる。そこで今回成人男性の脂肪酸、ステロールおよびリン脂質の

１日摂取量の測定を行った。またあわせて食事および健康に関するアンケートも行った。

　方法　31～60歳の成人男性から１日に摂取したすべての飲食物を摂取したのとほぽ同量

提供してもらい１日分を１試料とし、合計66試料が得られた。脂質の抽出はBligh & Dyer

法により行った。脂肪酸、ステロールはガスクロマトグラフィにより、またリン脂質はリ

ン酸iの定量により測定を行った。

　結果　総脂肪酸の１日摂取量は、平均43. 6±16. I gであった。40歳代の摂取量が最も低

く. 30歳代の摂取量との間に有意差（P＜0.05）が認められた。各脂肪酸の摂取割合に世代

間での差は見られなかった。主な摂取脂肪酸はパルミチン酸、オレイン酸およびリノール

酸であった。Ｓ：Ｍ：Ｐ比は平均1:1. 4:0. 9で、各世代ともにほぼ同じ値を示した。n-6

／n-3比は40歳代で3. 2と他の年代よりも低かった。コレステロール。植物ステロール摂取

量はそれぞれ平均320. 9±173. 9iiig,202.9±109. 2ligで、両者共に50歳代における摂取量が

高かったが世代間に有意差は見られなかった。リン脂質摂取量の平均は2. 8±1. 2gで、世

代間に有意差は見られなかった。コレステロール摂取量とリン脂質摂取量の間には相関性

（r = 0. 872）が見られた。
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